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舗装技術の最近の動向

国土技術政策総合研究所

研究総務官 中村 俊行

内容

１．国土技術政策総合研究所での取り組み
２．独立行政法人 土木研究所での取り組み
３．その他の舗装技術の開発状況

国総研と独法土研
• 国総研－国土の利用、開発及び保全のため

の社会資本整備に関する技術で、国土交通
省の政策の企画・立案に関するものの総合
的な調査、試験、研究開発を実施。

• 独法土研－土木に関する調査、試験、研究
及び開発であって国が自ら主体となって直接
に実施する必要のない、基礎的／先端的な
研究開発、汎用的な技術に関する研究開発
を実施。

１．国総研での舗装技術の研究開発

• 環境研究部－道路環境研究室
＊排水性舗装の減音性能
＊多孔質弾性舗装

• 道路研究部－橋梁研究室
＊道路施設のアセットマネジメント

• 空港研究部－空港施設研究室
＊空港アスファルト／コンクリート舗装

環境研究部－道路環境研究室

＊排水性舗装の減音性能
＊多孔質弾性舗装

自動車走行騒音の発生要因自動車走行騒音の発生要因

走行騒音走行騒音

エンジン系騒音エンジン系騒音 エンジン音エンジン音

吸排気系騒音吸排気系騒音

冷却系騒音冷却系騒音

タイヤ/路面音タイヤ/路面音

駆動系騒音駆動系騒音

風きり音風きり音

エアポンピング音エアポンピング音

タイヤ振動音タイヤ振動音

気柱共鳴音等の増幅気柱共鳴音等の増幅
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タイヤタイヤ//路面音路面音

密粒舗装 排水性舗装

エアポンピング音

タイヤ振動音

気柱共鳴音等の増幅

（参考）吸音

大 小 （空隙）

中 大 （キメ荒さ）
大

無 有 （空隙）
小 （空隙）

排水性舗装の空隙率と減音性能排水性舗装の空隙率と減音性能

乗用車
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ー 乗用試験車 －

騒音性能から見た排水性舗装の課題騒音性能から見た排水性舗装の課題

・減音性能の向上

・減音性能の持続性の向上

補修技術及び新型の低騒音舗装の開発

小型車類 －１dB/年

大型車類 －0.3dB/年
H14道路環境センサス　騒音レベル別延長
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低騒音舗装敷設延長
通常舗装敷設延長

環境基準達成率 環境基準非
達成率73%

要請限度非
達成率39%

二層式排水性舗装二層式排水性舗装
平面図

排水性舗装

二層式排水性舗装

断面図

写真左

写真右

上層：小粒径化
（減音性能の向
上）

下層：従来と同じ骨材

（耐流動性の確保）

路面の平滑化により、タイヤ振動音も低減

タイヤ振動音低減対策
(1)キメ荒さの改善

二層式排水性舗装の減音性能二層式排水性舗装の減音性能
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小型貨物車
乗用車
ASJ Model( 密粒)
ASJ Model(排水性舗装 )
二層式実測値

L WA＝2 3.4logV＋50.5
サンプル 数ｎ=415
相関係数ｒ=0 .51
標準偏差s= 2.6
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大型車
中型車
ASJ Model(密粒)
ASJ Model( 排水性舗装)
二層式実測値

LWA＝9.5logV＋86 .4
サンプル数ｎ= 360
相関係数ｒ= 0.23
標準偏差s=2.4

小型車類 大型車類

小型車類：排水性舗装よりも4～5dB大きい

大型車類：排水性舗装と比べて有意な差は見られない

ｰ施工1年以内ｰ 多孔質弾性舗装多孔質弾性舗装

ゴムの弾性により、タイヤ
振動音を更に低減

試験車（各1台）の騒音測定結果

・乗用車で11～16dB

・大型車で7～10dB

タイヤ振動音低減対策

(2)キメ荒さの改善と衝撃の低減
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多孔質弾性舗装の外観多孔質弾性舗装の外観

廃タイヤを切削したゴムチップをウレタン樹脂で接着

30～35%程度の空隙

多孔質弾性舗装の敷設場所多孔質弾性舗装の敷設場所

交通量 10,000台（一方向/２４ｈ）

大型車混入率 10～20%

国道23号線 中勢バイパス

国土交通省中部地方整備局

敷設場所

三重工事事務所管内

交通条件

（現地測定実施時の実測値より）

調査場所

中勢バイパス

多孔質弾性舗装の試験施工の実施

・減音性能（一般車を対象）とその持続性を確認

・耐久性の確認

PERS
　Ｌ＝210ｍ

Drainage
 asphalt
　Ｌ＝50ｍ

Double
layer

　Ｌ＝80ｍ

Dense
asphalt

　Ｌ＝50ｍ

Ｌ＝７０ｍ Ｌ＝７０ｍ Ｌ＝７０ｍ

PERS A(panel） PERS B(panel) PERS C(on site)

密粒舗装 排水性舗装 排水性舗装
二層式 多孔質

弾性舗装

多孔質A（工場生産型） 多孔質B（工場生産型） 多孔質C（現場施工型）

ー 三重県中勢バイパス ー
試験施工の目的

各種多孔質弾性舗装の近接写真各種多孔質弾性舗装の近接写真

多孔質A（工場生産型）

多孔質B（工場生産型） 多孔質C（現場施工型）

各種多孔質弾性舗装の性状各種多孔質弾性舗装の性状

多孔質A
（工場生産型）

多孔質B
（工場生産型）

多孔質C
（現場施工型）

ゴム形状 ひじき状 ひじき状 粒状

連続空隙率 約３５％ 約３０％ ２０～３５％

厚さ ３ｃｍ ３ｃｍ ３ｃｍ

すべり止め対策 鉱物骨材 プラスチック 無機物

多孔質弾性舗装の減音性能（速報値）多孔質弾性舗装の減音性能（速報値）
ー乗用車類ー

ｄB（A）

舗装種類 パワーレベル
（ピーク法） 減音性能

多孔質A（工場生産型） 89.0 11.0

多孔質B（工場生産型） 88.3 11.7

多孔質C(現場型） 91.4 8.6

減音性能：ASJ Model によって算出した密粒舗装との差
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多孔質弾性舗装の減音性能（速報値）多孔質弾性舗装の減音性能（速報値）
ー大型車類ー

舗装種類
パワーレベル
（ピーク法） 減音性能

多孔質A（工場生産型） 99.3 7.2

多孔質B（工場生産型） 98.3 8.2

多孔質C(現場型） 98.7 7.8

ｄB（A）

減音性能：ASJ Model によって算出した密粒舗装との差

空港研究部－空港施設研究室

• 滑走路：走行安全性能
– 上下加速度，すべり抵抗性（夏・冬），ｸﾞﾙｰﾋﾞﾝｸﾞ

• エプロン：補修性能
– 高強度RCプレキャスト版舗装

• 空港舗装の合理化
– コンクリート舗装：

コンクリート高強度化，一貫養生，目地間隔拡大
– アスファルト舗装：

空港舗装材料の再利用化，表層への適用性

航空機振動（上下方向加速度）
着陸時の航空機上下方向加速度
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翼 右側
プロファイル
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プロファイルZPN
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左側
プロ
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θ-前後回転角（＋：機種下）
Ｚ-鉛直変位（＋：上）
φ-左右回転角（＋：右側下）

機体

航空機のモデル

滑走路平坦性規準案
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大阪 名古屋 福岡 鹿児島 那覇　

すべり抵抗性
SFTによる滑走路実測値
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グルービングの安定性
WT試験後供試体

材料面での改善
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溝形状消失度 (%)

走行回数 (回)

エプロン：補修性能

高強度RCプレキャスト版舗装

ラチストラス鉄筋

コッター継手

空港舗装のコスト縮減へ向けて

• コンクリート舗装
– コンクリートの高強度化

– 被膜養生剤による一貫養生

– 目地間隔の拡大

• アスファルト舗装
– アスファルトコンクリートの再生利用
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２．独立行政法人 土木研究所で
の取り組み

交差点立体化等の路上工事短縮技術
の開発

道路路面雨水の地下浸透技術実用化
に関する研究

その他

リサイクル材の舗装への利用に関する
研究

新材料・未利用材料・リサ
イクル材を用いた社会資本
整備

排水性舗装の破損特性に関する調査

舗装の低騒音・低振動機能の回復に関
する研究

社会資本ストックの健全度
評価補修技術

舗装の長寿命化に関する研究

歩行者系舗装の評価方法に関する研究

舗装の耐久性を考慮した路床の性能規
定に関する調査

舗装路面の性能評価法に関する研究構造物の耐久性の向上と
性能評価方法

2019181716研究課題研究開発テーマ

独法土研 基礎道路技術研究グループ
研究課題一覧（舗装）

舗装走行実験場

舗装走行実験場

・南ループ内
・半径１００ｍの走路に各種の材料、

構造の舗装を実際に施工し、
荷重車を走行させることにより
舗装の耐久性を調査するための施設

荷重車
・無人、自動走行の２段変速オート

マチック車
・時速：４０ｋｍ／ｈ
・載荷板により、輪荷重を

29.4kN(３ｔ)～78.4kN(８ｔ)
に設定可能

・載荷輪数：１５万輪／年程度
（Ａ交通１０年相当）

継目
0313

0312

0333

0331
0332

管理棟

中ループ：L=628m 、
巾5m

0314
0315

100

812

813

814

901

902

903

904
905

低振動舗装

遮熱混合物舗装

ガラス舗装

排水性舗装

0311

パイプライン
埋設舗装

車道透水性舗装

0334

0321
0322
0323
0324

03250326

保水性舗装

遮熱性舗装

遮熱性舗装
透水性舗装（明色）

03440343
03420341

舗装走行実験場試験舗装の状況（H15年１２月時点）

新荷重車

光ファイバージャイロ GPS受信アンテナ
無線ＬＡＮ用アンテナ（内部）

無線モデム用アンテナ

コックピット

GPS補正受信アンテナ

位置補正センサ

新荷重車システム

RTK-GPS補正情報

送信アンテナ

操作信号( 走行開始・停止等)
車両状態監視(異常内容通信)

路車間通信無線装置2
(無線モデム)

路車間通信無線装置1
(無線LAN)

主操作端末

運行状況表示・情報収集解析

G P S衛星( 最小4個)

GPS受信器( 基地局 )

GPS受信器
および

受信アンテナ

RTK-GPS補正情報

受信アンテナ

GPS 衛星信号

操作信号(走行開始・停止等)
車両状態監視(異常検出)

GPS補正データ
<車両4台にブロード

キャスト>

GPS衛星信号

GPSアンテナ

主制御装置
車両インターフェース

無線モデム・無線L A N

補正センサ

車 両

管制棟

( 1) 操作・表示サブシステム (2) 路車間通信 サブシステム
( 地上設置部)

(2) 路車間通信サブシステム
(車両設置部)

自律制御用センサ

GPSデータ
ジャイロ
方位計

補正センサ( 非接触距離計) ×2

自律制御用制御

駆動部
ステアリング

アクセル

ブレーキ

ジャイロ

方位計

( 3)車両自律制御サブシステム

管制棟
屋上

走行路
路側

走行路
路側

車 両

無線LAN,GPS基地局

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾓｰﾀｰ

荷重車

GPSｱﾝﾃﾅ

GPS

光ﾌｧｲﾊﾞー ｼﾞｬｲﾛ
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舗装路面騒音研究施設

施設の平面図 路面の保護（開閉式テント）

施設の目的
・自動車の走行時にタイヤと

路面から発生する音に関する研究
・低騒音舗装に関する研究
・タイヤ／路面騒音測定装置の検定

多孔質弾性舗装 排水性舗装(５)

密粒度舗装排水性舗装(13)
加速路

減速路

８０ｍ ８０ｍ ８０ｍ ７０ｍ

駐車帯

プレハブ

基準路面

多孔質弾性舗装 排水性舗装(５)

密粒度舗装排水性舗装(13)
加速路

減速路

８０ｍ ８０ｍ ８０ｍ ７０ｍ

駐車帯

プレハブ

基準路面

基準路面

タイヤ／路面騒音

舗装路面の性能評価法に関する研究

現在

・舗装路面性能を適切に評価できる
測定条件・評価方法の開発

研究の必要性

問題点

これまでの
検討内容

舗装路面騒音測定車

塑性変形輪数 透水性 平坦性

装置及び測定費用
が高い

室内でのＷＴ試験 現場透水性試験 ３ｍﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ

・測定条件の検討
・ﾏｽﾀｰｶｰﾌﾞの作成

国際規格IRIとの
整合性

透水量の低下した路
面は適切に測れない

現場の締固度・荷重
と差異がある

現場での透水性調査

・現場での適用性の確認
・新しい路面性能評価法の確認

σとIRI の相関式
の開発測定装置の改良

簡便な測定方法の開発
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今後の
検討内容

舗装の設計の流れ

設計期間の設定

計画交通量の設定

性能指標の設定

性能指標の基準値の設定

施工

性能指標の確認

舗装の性能指標の評価方法

設計

検査

L
C
C
の
計
算

新しい測定方法の認定
「舗装の構造に関する技術基準

・同解説」に土木研究所が舗装の
性能指標の測定方法と認められる
方法を公表と示されている。

施工

工期を短縮できる要因

繊維系舗装材
接着材

厚さ8mm滑り止め

鋼床版または
コンクリート床版

鋼床版またはコンクリート床版

現場施工

工場施工

表層

接着層
基層

原則舗装は現場施工

プレキャスト化できないか

排水性舗装

接着層
防水性SMA

床版

表基層同時
施工（２層同
時舗設型ﾌｨﾆ
ｼｬｰ使用）

工期短縮舗装材料・工法の開発

防水層を有する２層同時施工工法 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ橋面舗装工法 貼り付け型舗装工法

新しい舗装工法の開発

舗装は基層・表層別 に々施工

２層同時に施工できないか

・工程分析
・維持修繕工事への利用拡大の検討
・渋滞等外部コストを含めたLCCの評価

今後の課題

・早期の立体完成による交通円滑化
・都市内交差点での工事渋滞の解消
・工事渋滞による周辺住民への影響低減

研究の必要性（ニーズ）

これまでの検討内容
・新工法、材料 の提 案
・混合物評価

表
・基
層
、
路
盤

路

床

従来の舗装の設計
－アスファルト舗装要綱等における

仕様規定

各層ごとの性状に基づく構造設計
・等値換算係数ａの規定
・各層厚の設定
・上記に基づく等値換算厚の確保

・材料規定（アスファルト、骨材）
・材料の配合設計法
・配合設計後の性状

舗装の目標性能のみで設計
①疲労破壊輪数
②塑性変形輪数
③平坦性
④浸透水量

規定なし（性能を満たす方法は自由）

性能規定による舗装の設計
－舗装の構造に関する技術基準

における性能規定（H13.6）

路床の材料特性に基づく支持力評価
・CBR試験、平板載荷試験
・路床材の性状管理＋密度管理

構築路床の設計
･安定材の性状
・標準的な配合設計法

舗装性能に基づく路床性能の規定
・舗装性能とリンクした

路床の性能指標
（弾性係数、たわみ量、透水性等）

・標準的な路床性能の評価法の規定
・簡易な強度管理へ

性能評価法
を規定

舗装の耐久性を考慮した路床の性能規定に関する調査

理論設計法の導入
・各層の物理定数に基づく疲労設計

理
論
設
計
導
入
・
路
床
構
築
の
自
由
度
向
上

技
術
開
発
促
進
・
コ
ス
ト
縮
減

期待
される
効果

歩行者系舗装の評価方法に関する研究

⇒快適性・安全性 などの 測定・
評価方法が 確立されていない
⇒性能目標値が 示されていない

健常者 高齢者
車椅子

自転車…

歩行者系舗装に求め
られる各種性能

安全

様々 な交通主体からの
多様 なニーズ歩行者系舗装の利用者

現状

背景

・歩行者系舗装の 評価に 関す る
既存研究 の整理

・健常者、高齢者、車椅子などの実 証
実験による快適性 ・安全性の 評価
・平坦性など各種の 物理試験 の実 施
・快適性と関係 の深い 物理性状 の解明

これまでの調査

快適

・安全性などと関 係の 深い物理性状
（性能指標）の解 明
・快適性・安全性等を考慮した測 定・

評価法の 作成

今後の調査

歩
行
者
系
舗
装
の
性
能
目
標
値
の
設
定
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舗装の長寿命化

試験舗装

データ

データの分析 パフォーマンスカーブの作成

・疲労抵抗性と路面の性能の持続性に優れた舗装構造の提案

舗装マネジメントシステムの実用化

・社会資本ストックの効果的運用
・外部費用に配慮した舗装マネジメント

大事に至る
前に手当て

舗装の性能

供用時間

・建設費、修繕費
・渋滞による時間損失費用
・環境改善便益 etc.

建設，修繕
・維持費
・車両走行費用
・環境悪化に伴う外部費用 etc.

性能の低下

道路管理者、道路利用者、
沿道住民等の視点再

建
設

建
設

修
繕

ライフサイクルコスト
道路管理者、道路利用者、沿道住民等の視点

管理目標

道路管理者費用

調査・設計費用

建設費用

維持費用

修繕、改築費用

費用 規制時間

道路利用者費用

路面性状悪化

車両走行費用

時間損失費用

工事規制区間

車両走行費用

時間損失費用

迂回（ネットワーク考慮）

時間損失費用

事故費用

沿道および地域
社会の費用

環境費用

大気汚染

騒音

地球温暖化

ＬＣＣ算定項目

0 10 20 30 40 50 60

減速による車両走行費用

減速による時間損失費用

停止による車両走行費用

停止による時間損失費用

渋滞待 ちによるアイドリング費用

渋滞待 ちによる時間損失費用

工事規制区間通過 による時間損失費用

•工事規制区間における道路利用者費用算定結果例

道路利用者費用（百万円）

0

20

40

60

80

DID その他市街部 平 地 山地

密粒度
排水性

外
部
費
用
（百
万
円
）

•騒音による外部費用算定結果例

0

1

2

3

D ID その他市街部 平地 山地

B / C

•排水性舗装の便益算定結果例

舗装の低騒音機能の回復

・舗装の低騒音機能の持続性向上
・効率的な維持管理

空隙詰まり物質の除去作業
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排水性舗装の早期破損

・排水性舗装の早期破損の原因解明
・排水性舗装の耐久性向上

表層骨材の 飛散

排水性舗装
基層からの流 動

排水性舗装 の早期破損

他産業リサイクル材料の舗装への利用

都市ゴミ

増大

最終処分場の飽和

溶融

減容化
再資源化

溶融固化物

舗装用骨材

アスファルト混合物

資源の有効活用

一般廃棄物の焼却灰溶融固化物の舗装用骨材としての利用のイメージ

・資源の有効活用
・社会的環境負荷軽減への貢献

道路路面雨水の地下浸透技術実用化に関する研究

「特定都市河川浸水被害対策法」の成立

従来の道路従来の道路 雨水処理技術を用いた道路雨水処理技術を用いた道路

河川・下水道に直接流出
貯留・浸透施設

原地盤に浸透

一時貯留・
浸透

流出量を元の地盤と同程度に抑制

表面越流水減少

流出量を抑制・遅延して流出

雨水がそのまますぐに路外に流出

原地盤と同程度に雨水流出 を抑 制す る舗装構造 、
浸 透・貯留技術の 開発と技術基準の 確立 が急 務

研究課題研究課題

1）透水性舗装および浸透 ・貯留施設 の流出抑制効果とその持続性 の確 認
2）車道透水性舗装の耐久性に 関す る検 討
3）浸透水の 水環境への 影響調査（国総研道路環境研究室と連 携）

1）透水性舗装および浸透 ・貯留施設 の流出抑制効果とその持続性 の確 認
2）車道透水性舗装の耐久性に 関す る検 討
3）浸透水の 水環境への 影響調査（国総研道路環境研究室と連 携）

表層

基層

路盤

降雨 降雨
降雨

蒸発

間隙保水

間隙保水

透水

透水

透水

排水

排水性舗装 透水性舗装 保水性舗装

・ヒートアイランド現象の軽減
・都市型洪水の防止

雨水の浸透 路面温度の低減

都市環境に配慮した舗装構造

３．その他の舗装技術の開発状況

１）車道用ポーラスコンクリート舗装

ポーラスコンクリートの開発経緯

車道用途の実用化・施工技術開発

・生コン供給技術開発

1998年
以降

車道試験施工・曲げ強度4.5N/mm2以上1995年～
1998年

歩道・駐車場

公園・建築外構

・曲げ強度 2～3N/mm2

・景観性・意匠性
1995年

以前

用途技術年代
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ポーラスコンクリートの特徴と
期待される性能

• 車両走行安全性 透水性/排水性(雨天時)
視認性（夜間時、トンネル）

• 低騒音性
• その他道路周辺環境改善

貯留性：ヒートアイランド現象の緩和効果
透水性：雨水の地下水涵養効果

• 長寿命性

コンクリート舗装と同等の強度レベル

ポーラスコンクリートの構成材料

セメント：・普通セメント ・早強セメント
混和材料：・特殊混和材(無機質特殊混和材)

・ポリマー
・高性能減水剤

粗骨材：・単一粒度（最大寸法5～13mm）
6号砕石、6号+砂、6,7号砕石、7号砕石

ポーラスコンクリートの配合例

80※3

－

特殊混
和材料

1500120280※240

1516173346※178

粗骨材細骨材セメント水

※1 普通ポルトランドセメントOPC＋無機質混和材

※2 早強ポルトランドセメントHPC

※3 特殊ポリマー

福井県道試験舗装に使用したポーラスコンクリート（kg/m3）

ポーラスコンクリート舗装の適用タイプ

Whitetoppingon 
Concrete

貯留性排水性

オーバレイ型フルデプス型

ポラコン

雨水

As中間層

雨水 雨水 雨水

ポラコン

CRC As舗装

ポラコン

As中間層

ポラコン

ポーラスコンクリート試験舗装一覧

日本道路
鹿島道路
大林道路

700m2×3フルデプス型
排水性

千葉県道2001年12月

日本道路1600m2フルデプス型
貯留性

一般国道
（福岡県）

2002年12月

NIPPOｺｰﾎﾟ
ﾚｰｼｮﾝ

180m2オーバレイ型
Whitetopping

千葉県道2000年12月

日本道路
NIPPOｺｰﾎﾟ

ﾚｰｼｮﾝ

350m2×4フルデプス型
排水性

福井県道1999年11月
施工者規模形態施工場所施工年月

施工手順 -フルデプス-

路床・路盤工

ｱｽﾌｧﾙﾄ中間層工
(Asﾌｨﾆｯｼｬ、ﾛｰﾗ)

敷均し・締固め
(Asﾌｨﾆｯｼｬ)

平坦仕上げ

養生・目地施工

完成

運搬(ダンプトラック)

ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ練混ぜ(生ｺﾝ工場)
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施工手順 -オーバレイ-

打ち継面前処理・清掃

型枠設置

付着一体化処理工

平坦仕上げ

養生・目地施工

完成

運搬(ダンプトラック)

ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ練混ぜ(生ｺﾝ工場)

敷均し・締固め
(Asﾌｨﾆｯｼｬ)

施工手順 –コンクリート打設-

施工手順 -カッター工・養生- コンクリート表面

最大寸法13mm骨材 最大寸法5mm骨材

主な試験結果 -現場透水-
福井県道での試験例

OPC：普通ポルトランドセメント

HPC：早強ポルトランドセメント

HPC＋ポリマー

0 1 2 3 4
供用（年）

OHP＋無機混和材

0

500

1000

1500

2000

0 1 2 3 4
供用（年）

透
水

量
(m

l/
15

se
c)

OWP

中央

主な試験結果 -騒音-

タイヤ・路面騒音法

90

91

92

93

94

95

96

0 1 3

供用　(年)

騒
音

レ
ベ

ル
　
(d

B
(A

))

環境騒音(JIS D 1024-1976 )

69

70

71

72

73

74

75

76

0 1 3

供用　(年)

騒
音

レ
ベ

ル
　

(d
B
(A

))

OPC+無機
質混和剤

HPC+ポリ
マー

密粒アス
ファルト舗
装
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主な試験結果 -騒音-

タイヤ・路面騒音法

40

50

60

70

80

90

63

10
0

16
0

25
0

40
0

63
0

10
00

16
00

25
00

40
00

63
00

中心周波数(Hz)

騒
音

レ
ベ

ル
　

(d
B

(A
))

OPC+無機質混和剤
HPC +ポリマー
アスファルト舗装

環境騒音（JIS D 1024-1976）

20

30

40

50

60

70

6
3

10
0

16
0

25
0

40
0

63
0

10
00

16
00

25
00

40
00

63
00

中心周波数(Hz)

騒
音

レ
ベ

ル
　
(d

B
(A

))

OPC+無機質混和剤
HPC+ポリマー
アスファルト舗装

供用3年の測定結果

主な試験結果 -すべり抵抗性-
福井県道での試験例

OPC：普通ポルトランドセメント

HPC：早強ポルトランドセメント

HPC＋ポリマー

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 1 2 3 4
供用　(年)

D
FT

値

40km/h
60km/h
80km/h

OPC＋無機混和材

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 1 2 3 4
供用　(年)

D
FT

値

40km/h
60km/h
80km/h

0

1

2

3

4

5

0 1 2 3 4
供用　(年)

平
坦

性
　

(m
m

)

HPC+ポリマー

主な試験結果 -平坦性-
福井県道での試験例

OPC：普通ポルトランドセメント

HPC：早強ポルトランドセメント

0

1

2

3

4

5

0 1 2 3 4
供用　(年)

平
坦

性
　

(m
m

)

OPC+無機質混和材
0

5

10

15

20

0 1 2 3 4
供用　(年)

わ
だ

ち
掘

れ
　(

m
m

)

HPC+ポリマー

主な試験結果 -わだち掘れ・段差-

段差の確認
供用3年の測定結果

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4

供用　(年)

わ
だ

ち
掘

れ
　

(m
m

)
OPC+無機質混和材

主な試験結果 -降雪・融雪-

-5

0

5

10

15

20

25

0:5
0/1/20

12:5 0:5
0/1/21

12:5 0:5
0/1/22

12:5 0:5
0/1/23

12:5 0:5
0/1/24

12:5 0:5
0/1/25

12:5 0:5
0/1/26

12:5 0:5
0/1/27

12:5

年月日時間

温
度

（℃
）

ポーラスコンクリート
アスファルト舗装

主な試験結果 -降雪・融雪-

版体温度測定位置：

舗装表面より1cm下
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主な試験結果 -表面温度-

38.1℃44.1℃43.6℃密粒アスコン

30.5℃34.3℃41.6℃ポラコン
OPC+無機質混和材

散水後2時間
（曇り）

散水後1時間
（曇り）

散水前（晴
れ)

舗装タイプ
2003年8月7日測定、一般国道（福岡）での試験結果

As中間層

ポラコン 貯留部分

As中間層

ポラコン

気化

As中間層

ポラコン 貯留部分

As中間層

ポラコン

気化

As中間層

ポラコン

気化 ３．その他の舗装技術の開発状況

１）車道用ポーラスコンクリート舗装
２）鋼床版上のSFRC舗装

長大橋梁鋼床版の剛性増大SFRC舗装

一般国道357号
横浜ﾍﾞｲﾌﾞﾘｯｼﾞ舗装工事

場 所：神奈川県横浜市鶴見区大黒・本牧埠頭地先
工 期：平成１５年３月～平成１６年３月
発注者：国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所
請負者：鹿島道路(株)横浜支店、大成ﾛﾃｯｸ（株）

主要工種：舗装工 約28,000 ｍ2
研掃・接着材・SFRC 75mm

区画線工 6､500ｍ
高欄工 ｺﾝｸﾘｰﾄ 500m3

鉄筋 40ｔ
縁石工 4300ｍ

工事概要：

本牧側：大成ロテック工区

Ｌ=約１０００ｍ

大黒側：鹿島道路工区

Ｌ＝約１０００ｍ

上
層
部
・首
都
高

下
層
部
・国
道
３
５
７
号
線 暫定供用：下り車線 1+1車線

Ｗ＝１３ｍ
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上：首都高

下：国道

設計変更！！

＊委員会形式による設計検討

国土開発技術研究センター

委員長：東工大 二羽教授

＊試験施工による詳細仕様の決定

H15年11月 施工会社：機械センター構内

実使用機械・材料 6＊ ２０ｍ

＊長期耐久性の評価

ひずみゲージ（光ファイバー）によるモニタリング

＊ その他

（独）土木研究所における実物大試験体での載荷試験検討

標準断面

ｴﾎﾟｷｼ接着剤

プライマー

鋼床版

ＳＦＲＣt=７５mm

ＳＦＲＣ標準配合

研掃工

設 計 基 準
圧縮強度

（N/mm2）

粗骨材の
最大寸法

(mm)

セメント
の種類

ＳＦ混 入
後のス ラ

ンプ
(cm)

水セメン
ト比

（％）

空気量

（％）

ＳＦの混
入率

（％）

膨張材の
使用量

(kg/m3)
29.4 　　15 早強セ メ

ント
8.0±2.5 50 以下 5.0±1.5 1.5 　3010

主な検討・考慮・実施事項
• 鋼床版剛性増大・舗装機能両方を有する

舗装構造・種別………………ＳＦＲＣ７５ｍｍ

• 鋼床版との一体性確保
完全付着：エポキシ系樹脂
ＳＦＲＣの乾燥収縮に依る版端部の反り：ｽﾀｯﾄ゙ ジベル設置

• 路面機能を有するＳＦＲＣ
平坦性の確保…………縦仕上げ機の採用検討

• 施工性・工期・冬期施工・振動によるＣｏｎのダレ
ＳＦＲＣ打設幅員、真空養生、
構造物工他との流れ作業の確保
橋面（標高４０ｍ）でのミキサの清掃水処理、その他

300tクレーンによる地上４０ｍへの資
機材搬入

搬入用架台
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研掃工：鋼床版の浮き錆等除去（ｼｮｯﾄﾌ゙ﾗｽﾄ） プライマー塗布：発錆防止兼用

ｽﾀｯﾄﾞジベル工：版端および車線境界部（ＳＦＲＣの反り防止）
接着材（ｴﾎｷ゚ｼ）塗布：鋼床版とＳＦＲＣとのズレせん断防止（合成）

ポンプ車による
ベースｺﾝｸﾘｰﾄ
圧送

（H=３３ｍ）

エアーブローによるＳＦ（Ｌ=30mm）

混入（１２０ｋｇ/ｍ３）
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荷卸し・敷き拡げ

（ＧＭＡＸ=10mm、SL=8±2､5ｃｍ ）

粗敷き拡げ（特殊アタッチメント）

敷均し・締固め（増厚用ＣＦ／フィﾆｯｼングスクリード付き）

縦仕上げ機

真空吸引工（真空養生）、

ヘリコプター仕上げ、箒め目仕上げ

ビニールシート、養生マット、ブルーシート、網

【橋面舗装の現状と今後の課題】

◆実態：補修の必要性大
・高度成長期に建設された橋梁の損傷大

設計基準：車輌の重量化

◆補修方法：早期交通開放への対応
・RC床版→ＳＦJＲＣ増厚工法（せん断耐力向上）

・鋼床版 →SFRC舗装（曲げ剛性増大）

◆施工結果：
Aｓ舗装並みの平坦性確保可能（σ：1.2mm以下）：レベラー使用

真空吸引工法(真空養生）：・振動条件下でのダレ防止
・早期養生開始可能・表面強度増

剛性効果：モニタリング開始（国交省、東工大）

◆今後の課題
・コストダウン

・ＳＦＲＣ舗装による補修工法への多面的対応

・1車線規制での施工法開発（SFRC荷卸法の検討）

・性能持続性（付着・表面性状）（超薄層表層材開発）


